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表 1   語彙レベルの有界性
語釈番号 例文番号 動詞       工藤 沈 1 沈 2 有界性
マデ 一① ア
（4） 休む/休息 （A3）－ 非持＋ － 偏－
（5） 続く/继续 （C）－ 非持＋ － 偏－
（6） 寝る/睡觉 （A3）－ 非持＋ － 偏－
（7） 帰る/回家 A2＋ 非持＋ ＋ ＋
イ
（8） 行く/去（某处） A2＋ 非持＋ ＋ ＋
（9） 飛ぶ/飞 A3－ 非持＋ － 偏－
ウ
（10） 数える/数（数） A3－ 非持＋ － 偏－
（11） 入る/进入 A2＋ 非持＋ ＋ ＋
エ
（12） かかる/花费 A2＋ 非持＋ － 偏＋
（13） ある/有 C－ 持－ － －
二 ①
（14） 疑う/怀疑 B1－ 非持＋ － 偏－
（15） 見限る/放弃，遗弃 （A1）＋ 非持＋ － 偏＋
（16） 生きる/活着 （C）－ 持－ － －
②
（17） 落ちぶれる/衰败 （A2）＋ 持－ － 偏－
（18） する/干，做 （A3）－ 非持＋ － 偏－
（19） 頑張る/努力 （A3）－ 非持＋ － 偏－
マデニ
一
（20） （同8） （A2）＋ 非持＋ ＋ ＋
（21） 読む/读 A3－ 非持＋ － 偏－
（22） 完成する/完成 （A2）＋ 非持＋ ＋ ＋
二 （23） 成長する/成长 （A2）＋ 非持＋ ＋ ＋
（24） 苦しむ/受苦 B2－ 持－ － －
ニマデ
一 （25） 至る/达到 （A2）＋ 非持＋ ＋ ＋
（26） 提示する/提示 （A3）－ 非持＋ ＋ 偏＋
二
（27） 流れる/流 A3－ 非持＋ － 偏－
（28） 敷きつめる/铺满 （A1）＋ 非持＋ ＋ ＋
（29） 入る/进入 A2＋ 非持＋ ＋ ＋
三
（30） 言う/说 A3－ 非持＋ － 偏－
四 （31） 減る/减 （A2）＋ 非持＋ ＋ ＋








































語釈番号 例文番号 述語句（分句） 有界性 附：表 1 の結果
マデ 一① ア
（4） 休みます － 偏－
（5） 続く（道）/继续 － 偏－
（6） 寝ていた/（过去）在睡觉 － 偏－
（7） 帰れない/回不了家 － ＋
イ
（8） 行きましょう/（一起）去吧 － ＋
（9） 飛んだ/飞 ＋ 偏－
ウ
（10） 数える/数（数） － 偏－
（11） 入れる/能够进入 － ＋
エ
（12） かかる/花费 － 偏＋
（13） ある/有 － －
二 ①
（14） 疑う/怀疑 － 偏－
（15） 見かぎられる/被放弃，遗弃 ＋ 偏＋
（16） 生きねばならない/必须活着 － －
②
（17） 落ちぶれた/衰败了 ＋ 偏－
（18） したくない/不想做 － 偏－
（19） して頑張った/努力了 ＋ 偏－
マデニ 一
（20） 帰る　 ＋ ＋
（21） 三冊読む/读 ＋ 偏－
（22） 完成させる/使完成 ＋ ＋
二
（23） 成長した/成长（了） ＋ ＋
（24） 苦しんだ/受苦（了） ＋ －
ニマデ 一
（25） 至るのだ/达到 ＋ ＋
（26） 提示する/提示 ＋ 偏＋
二
（27） 流れ/流 － 偏－
（28） 敷きつめて/铺满 ＋ ＋
（29） 入った/进入（了） ＋ ＋
三 （30） 言った/说（了） ＋ 偏－
四 （31） 減った/减（了） ＋ ＋
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